
（別紙３）

～ 2025/3/31

（対象者数） ４名 （回答者数） ２名

～ 2025/3/31

（対象者数） 8名 （回答者数） ６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

関りがうまくもてない児童には職員が仲立ちをし

関われるようにしている

大きい児童に小さい児童が絵本を読んでもらうこ

とが定着してきている

2

苦手なものも一口でも食べることが出来るよう工

夫して手作りおやつなどにも取り入れていく

地域の方が買ってくださる時に子どもが対応した

りしていく

3
継続して行うイベントなどと通じて子どもたちの

継続的な成長をサポートする

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
屋内ではあるが身体を動かす活動をしたり、イベ

ントなどで屋外での活動を増やしていきたい

2 災害時に備え、違うものの設置を検討中

3
雨の日など滑らないように、マット等敷くなど考

えている

一緒に種を種や苗を植え、水やりや雑草抜きをし

子どもたちが自身で育てた野菜であることを実感出

来るようにしている。とれた野菜はおやつの時間や

クッキング活動に使い食育している

イベントを通じていろいろな体験をしていただく
イベント予告のポスターを貼ったりして子どもたち

に関心を持ったもらうようにしている

2024/4/1
○保護者評価実施期間

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業者向け自己評価表作成日
2025/5/7

異年齢の子どもたちが一緒に工夫して遊んでいる

遊びの中で大きいお友達が、小さいお友達をいたわ

る気持ちや、また大きいお友達に遊んでもらったり

してかかわりが持てている

集団活動では内容によりグループ分けをし、全員が

楽しんで取り組めるようにしてる

畑作業を通じて食育につなげている

たくさん収穫できた時は、地域の方に購入していた

だいている

車の乗車場所が斜めになっている タイルなので形を変えることが出来ない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

歩いて公園に行く機会が少なく、車で出かけること

が多い
事業所前の道路が狭く、車やバイクの通りが多い

通所時に利用するドアのかぎが扱いにくい
鍵がドアについていない為都度鍵を取りに行き開け

なくてはいけない

○事業所名  ロイヤルスクエア牧野　　児童発達支援

○保護者評価有効回答数

2024/4/1

○従業者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


